
東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 2

3 4 3 2

該当

事業の目的 最終的
放課後に適正な遊び及び生活の場を提供し、健全な育
成活動を行います。

今年度
放課後に適正な遊び及び生活の場を提供し、健全な育成活
動を行います。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

児童の健康管理、安全確保及び情緒の安定を図ること

遊びの提供、児童の健全育成

児童の活動状況の把握及び家庭への連絡

成果指標

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（１）地域における子育て支援の充実

事業区分

事業の対象
保護者が就労等の理由により家庭に不在となる児童（小学１
～３年生）

根拠法令 児童福祉法、子ども・子育て支援法

総合計画 政策目標 第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

025 1001 事務事業名 放課後児童指導事業 細事務事業名 学童クラブ

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

登録児童数 各児童クラブの登録数の合計 人
180 180 200 300

213 217

クラブ数 市内の学童クラブ数 ヶ所
5 5 7 10

5 5

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 11,594 12,823 19,375 臨時職員（学童児童員）の賃
金については、直接事業費の
中に含まれています。地方債 0 0 0

その他特定財源 6,425 7,415 7,600

一般財源 14,520 14,299 19,037

計(Ａ) 32,539 34,537 46,012

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.391 2,383 0.400 2,405 0.400 2,409

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 34,922 36,942 48,421

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

利用対象児を小学校6年生まで拡充するため、施設整備、支援員の確保が必要です。

効率性 小学校空教室の有効活用と専門的機関への事業委託について検討する余地があります。

改　革
計　画

施設は、Ｈ27年度2クラブ、Ｈ28年度１クラブを増設します。また、支援員を確保し、指導力を確保するため、賃金改定等大胆な処遇改善策を実
施します。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

27年度、南吉井小学校は新児童館に併設して2クラブ、川上小学校は児童クラブ新設移転に伴い1クラブ増設します。今後、サービス
の均一を図るため、東谷、西谷、上林小学校で実施している放課後子ども教室を放課後児童クラブへの移行について検討する必要
があります。

二次評価者 保育幼稚園課長
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

28年度から利用対象児童を小学校6年生まで拡充するため、また両親ともに就労する家庭が増えており、今後も増加が見込まれます。

有効性 児童の健全育成のため、今後とも拡充していく必要があります。

達成度 施設環境について、計画に沿った整備を進める必要があります。

必要性



東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 4 4

育児不安を抱える家庭や発達に支援が必要な児童が増加しており、今後、センター機能の拡充はもとより、健康推進課や他の支援施
設、事業所との連携強化が益々重要になると考えます。

二次評価者 保育幼稚園課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

核家族化等で育児不安を抱える家庭や、発達に支援が必要な児童が増えており、ニーズは年々増加しています。

有効性 センター事業は、連携を要する関係機関も多数あり、市が率先して実施すべきと考えます。

達成度 広場への参加人数や相談件数等概ね目標を達成していますが、ニーズの多様化等に併せた事業内容等の見直しは必要です。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 32,117 30,799 33,678

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

発達障害の子どもへの個別支援を効率的に実施するため、専門機関（施設）との情報交換等連携を強化していく必要があります。

効率性 効率的な運営のため、引き続き活用可能な補助金制度を積極的に取り入れます。

改　革
計　画

情報交換のための実務者会へ専門機関の積極的な参加を促し、施設訪問を効果的に実施します。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 18,850 17,454 20,381

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 1.250 7,618 1.250 7,516 1.250 7,528

臨時職員工数・経費 3.000 5,649 3.000 5,829 3.000 5,769

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 14,260 12,486 15,413

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 4,590 4,968 4,968

地方債 0 0

435

相談件数（面接・電話・訪
問等）

年間相談件数 件
200 200 200 200

163 251

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

あおぞら等広場参加者数 イベントの年間参加者延べ人数 人
4,000 4,000 4,000 4,000

5,549 6,466

育ちの支援教室利用者数 年間延べ利用人数 人
400 400 400 400

440

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（１）地域における子育て支援の充実

事業区分

事業の対象
子育て家庭に対し、ニーズに応じた子育て支援を実施しま
す。

根拠法令
児童福祉法、子ども・子育て支援法、東温市保育所条
例、東温市へき地保育所条例

総合計画 政策目標 第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

025 1002 事務事業名 地域子育て支援センター運営事業 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的
子育て支援や気になる子の早期発見、早期支援を行
い、子どもの健全な育成を図ることを目的とします。

今年度
子育て支援や気になる子の早期発見、早期支援を行い、子
どもの健全な育成を図ることを目的とします。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

育児不安等についての相談事業 親子遊びの広場開催

子育てサークル等の支援 個別の支援・療育指導

特別保育事業の支援

成果指標



東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象

№ ― 1

14 年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 3

4 4 3 3

該当

事業の目的 最終的
子育て家庭に対して、安心して子育てできる環境を提
供し、相互援助活動を行います。

今年度
広報等の周知による増員、会員を対象とした研修会、交流会
を積極的に行い、事業の充実に努めます。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

幼稚園、保育施設の保育時間前や終了後の預かり、送迎 出産前後で子どもの世話ができない時の預かり

子育て相談 会員を対象とした研修会、交流会の実施

病後の回復期にある子どもの世話

成果指標

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（１）地域における子育て支援の充実

事業区分

事業の対象
育児の手助けを必要とされる方（児童の年齢は0歳から12歳
まで）、育児の支援を行いたい方

根拠法令

総合計画 政策目標 第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

025 1003 事務事業名 ファミリー・サポート・センターとうおん運営事業 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

登録会員数
利用会員、協力会員、両方会員
の合計

人
250 270 270 300

286 293

事業利用件数 相互援助活動数 件
900 900 900 900

514 614

講習会・交流会参加人数 延べ人数 人
250 250 250 300

183 145

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 1,500 1,180 2,106

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 1,899 2,033 1,213

計(Ａ) 3,399 3,213 3,319

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.050 305 0.050 301 0.050 301

臨時職員工数・経費 1.000 1,883 1.000 1,943 1.000 1,923

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 5,587 5,457 5,543

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

センターの認知度は低く、潜在的ニーズに対応しきれていません。年々増加する利用件数に対し、協力会員の人数不足と高齢化により十分対応
しきれていません。新規協力会員の確保が急務といえます。

効率性 アドバイザー1名で効率よく業務を行っています。

改　革
計　画

広報・ホームページで周知を図り潜在的ニーズを探っていきます。また、サポートする側についても、有償ボランティアとしてプラスのイメージが持
てるよう事業の啓発が必要です。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

ファミリー・サポート・センター事業の必要性、利用回数はますます増加するものと思われます。更なる周知とともに、協力会員の増が
不可欠です。

二次評価者 保育幼稚園課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

平成２７年度より地域子ども子育て支援事業に位置づけられており、地域の相互援助活動組織として子育てをサポートする重要な事業と思われ
ます。

有効性 共働きや核家族化により子育て支援を必要とする家庭は増加しており有効と考えます。

達成度 時代によって変化するニーズに柔軟に対応するため、協力会員の確保は不可欠であり周知徹底が必要です。

必要性



東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

事業は適正に実施されています。
今後、新児童館の開館も考慮し、新たなイベントの提案やサービスの向上など、一層の事業内容の充実に努める必要があります。

二次評価者 保育幼稚園課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

利用ニーズは年々高まっており、今後も継続して実施する必要があります。

有効性 利用者も年々増加しており、新しいイベント事業にも積極的に取り組んでいます。

達成度 利用者は増加傾向にあり、概ね目標を達成していると考えます。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 25,825 27,369 39,204

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

新児童館のオープンにあわせ、運営管理体制の整備等サービスの向上に努めます。

効率性 一部運営委託業務については、効率性を考慮し、引き続き実施します。

改　革
計　画

児童館業務のサービス充実のため、専任館長の配置、児童厚生員等職員の増員等処遇改善に努めます。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 22,778 24,362 36,193

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.500 3,047 0.500 3,007 0.500 3,011

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 22,778 24,362 36,193

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

44,972

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

イベント実施数
ボランティア、または事業協力
者によるものを含む

回
250 250 300 300

250 250

利用者 来館者数 人
40,000 40,000 5,000 6,000

43,596

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（１）地域における子育て支援の充実

事業区分

事業の対象 児童及びその保護者等 根拠法令 児童福祉法、東温市立児童館条例

総合計画 政策目標 第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

025 1004 事務事業名 児童館管理運営業務 細事務事業名

主要施策

該当

事業の目的 最終的
健全な遊びを通じて、その健康を推進し、または情操を
豊かにします。

今年度
健全な遊びを通じて、その健康を推進し、または情操を豊か
にします。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

内部管理事務・その他 事業運営方法 一部委託 実施計画

創作・文化活動 特別事業

視聴覚活動 ボランティア事業

集団遊び活動

成果指標



東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象

№ ― 4

23 年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

非該当

事業の目的 最終的
子育て相談窓口が気軽に相談できる場となり、子育てに
関するあらゆることに対応できる体制を作ります。

今年度
相談窓口を周知し、気軽に相談しやすい環境をつくり子育て
の軽減を図ります。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

子育て相談受付、対応

データ管理

成果指標

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（１）地域における子育て支援の充実

事業区分

事業の対象 東温市在住の子ども、保護者 根拠法令

総合計画 政策目標 第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

025 1005 事務事業名 児童相談事業 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

相談受付件数 窓口での受付対応件数 件
30 30 30 40

38 33

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 282 286 0

計(Ａ) 282 286 286

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.050 305 0.050 301 0.050 301

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 587 587 587

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

窓口の周知に努め、相談内容に的確に対応できる知識と経験を備えた相談員が不可欠です。困難事例に関しては、各機関が情報を共有し、連
携した支援を行える体制づくりに努めます。

効率性 他業務との連携により兼任スタッフを配置しています。

改　革
計　画

多様なケースに対応できるよう知識を身につけるため、積極的に研修会等に参加し研鑽を深めます。学校教育課等各機関との連携を強化し、情
報共有のうえ早期解決につなげます。また、広報等を利用し窓口の周知に努めます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

子育てに不安を抱え、支援を必要とする保護者が増え、児童よりも保護者への相談・支援が増加してしています。多様なケースに対
し、相談員はよく対応できています。相談内容に的確に対応できるよう研鑽に努めるとともに、関係機関と連携し、迅速かつ的確な対
応・支援に努めます。

二次評価者 保育幼稚園課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

子育てには不安感・孤立感が伴います。どこに相談すればよいか分からない保護者にとって、気軽に相談できる窓口は必要です。

有効性 気軽に相談できる窓口があるということは、一人で悩みを抱えることなく安心して子育てができ、問題の深刻化を防ぎます。

達成度 早期に支援に入ることで問題の深刻化を防ぐことができます。窓口の存在を知らない方も多く、周知が必要です。

必要性



東温市事務事業評価シート　平成26年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 27 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

25 26 27

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 4 4

該当

事業の目的 最終的
南吉井地区に児童館及び放課後児童クラブを建築す
る。

今年度 建築等関係工事を実施する。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 保育幼稚園課 係　　名 子育て支援係 電話番号

ハード事業 事業運営方法 直営 実施計画

建設検討委員会の開催
関係工事（市民プール解体撤去、建築本体、電気設備、機械設
備、外構）

地積測量

設計業務

成果指標

公的関与

089-964-4484 メールアドレス hoikuyoutien@city.toon.ehime.jp

事業期間

（１）地域における子育て支援の充実

事業区分

事業の対象 児童及びその保護者等 根拠法令 児童福祉法、東温市立児童館条例

総合計画 政策目標 第２章 みんなが元気になる健康福祉のまち 政策項目 ５ 子育て支援の充実

025 1006 事務事業名 児童館建設事業 細事務事業名

主要施策

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

建設検討委員会 実施回数 回
4 4 2 ―

5 4

設計業務
基本設計（プロポーザル）
実施設計

式
1 1 ― ―

1 1

関係工事
市民プール解体撤去、建築本
体、電気設備、機械設備、外構

式
― 4 3 ―

― 4

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 民生

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 31,642

地方債 0 132,400 133,300

その他特定財源 0 9,359 16,948

一般財源 462 141,759 181,890

計(Ａ) 462 283,518 363,780

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.300 1,828 0.500 3,007 0.500 3,011

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 2,290 286,525 366,791

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 子育て支援係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

平成27年10月1日開館に向け、関係工事の進捗を管理する必要があります。

効率性 建設検討委員会において、予算を含め施設の適切な規模等について検討したいと思います。

改　革
計　画

工事関係者とは、定期的に現場打合わせや現場確認をしながら、施行管理者とともにしっかりと進捗管理します。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

工事も順調に進捗し、平成27年10月1日開館の見込みとなりました。利用開始後、細部の手直しなどが発生することも予想されるの
で、迅速かつ適切な対応に努めたい。開館後のスムーズな管理運営ができるよう、十分な準備に努める必要があります。

二次評価者 保育幼稚園課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

新市建設計画掲載事業であり、事業の必要性は高いと考えています。

有効性 東温市で最も児童数の多い南吉井地区に、児童健全育成の拠点施設としての役割が期待されます。

達成度 建設場所の選定に時間を要しましたが、概ね計画通りに進捗しています。

必要性
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